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Beyond 5G時代に向けた新ビジネス戦略セミナー（第25回）
「AI-RANで拓くモバイル新時代―次世代サービス創出への挑戦」
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01 MWC2025に見るＡＩ

02 AI for Network

03 B5G/6GとＡＩ
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MWC2025に見るＡＩ



MWC Barcelona 2025

4（出所） 情総研撮影



MWC Barcelona 2025： LGU＋

5（出所） 情総研撮影



MWC Barcelona 2025： ドイツテレコム

6（出所） 情総研撮影



MWC Barcelona 2025： SKテレコム

7（出所） 情総研撮影



MWC Barcelona 2025： SKテレコム

8（出所） 情総研撮影



MWC Barcelona 2025： 中国電信

9
（出所） 情総研撮影
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•世界の通信事業者は、AI活用に積極的

•取組む領域は、レイヤの上下を問わない
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AI for Network



AI導入の議論
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 近年、通信事業者によるAIの取組に関する議論が多く見られる

（出所） MWCラスベガス2024 Telco AI Summit GSMA Intelligence 資料



AI for Networkの全体像

13（出所） Huawei発表 MWC24上海



世界の通信事業者がAI活用で目指すもの（例）
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（出所） 情総研作成

 RANの高度化

 GPU搭載基地局による機能拡張

 運用効率化／OPEX削減

 障害予兆検知

 フィールド作業のAIエージェント化

 エネルギー最適化／グリーン化

 トラフィック予測に基づくRAN/コアの省電力

 計画・最適化の高度化

 セル配置、ビーム設計

 体験差別化と収益化

 上り優先運用、超高精細動画でのSLA保証

 ネットワークスライシング＋APIで課金

これらは「AI for Network」



中国聯通「CUBE-Net3.0」（２０２２年）

15（出所） Huawei

• 狙いは、通信ネットワークを「接続」から「接続＋計算＋ストレージ＋AI」へ進化させること
• ネットワーク制御は、クラウドベース、Intent-ｄｒｉｖｅｎの制御
• 特徴は、算網一体（Computing-Network Convergence）



AI同士のオーケストレーション
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• 異なるAIや機械学習モデル同士が運用
上で競合（conflict）するリスクを指摘

• 全体を包括できるAIが必要。LLMで基
盤モデルを作り、それをベースに様々な
ユースケースに対応へ

• そのため、異種の機械学習モデルが乱立
しすぎないようにすることが重要

• データセンターからセルサイトまで推論
マイクロサービスを展開し、インテリジェ
ンス同士をより賢く接続できるように
なってきた

• これらすべてを自動化された方法で管
理することが必要

（出所） MWC2025講演をもとに、情総研にて作成
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•通信ネットワークの将来像として、
「接続＋計算＋ストレージ＋AI」という姿が
すでに描かれている

•従来の課題を解決するためのAI導入により、
新たな課題も出てくるだろう
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B5G/6GとＡＩ



アジアの通信事業者（41社）アンケート：AI活用の優先領域

19（出所） TMForum、2025年11月



EU-韓国の取組「6GARROW」

20（出所） 6GARROW



EU-韓国の取組「6GARROW」

21（出所） 6GARROW

WHAT：
デバイス、端末、ネットワーク間でAI/ML機能と能力のシームレスな統合を可能に
• AIサービスや機能のネイティブな端末への露出を可能に

• デバイス、端末、ネットワーク間でのAI/ML機能のシームレスな統合
• リアルタイムの意思決定、最適化、適応に注力

• AI駆動アーキテクチャおよび相互運用性フレームワークの定義
• AIネイティブかつネットワーク統合機能を保証するためのフレームワーク
• デバイスとネットワーク間の相互運用性により、パフォーマンスを効率化

• セマンティック通信がネイティブAIシステムに与える影響を研究
• セマンティック通信で、AIネイティブシステムにおいてローデータよりも意味を優先
• 理解力、推論力、ゴールオリエンテッドな通信を促進

HOW：
• AI/MLによるデバイス性能向上

• エネルギー消費と複雑さを管理する端末向けAI/MLアルゴリズムの開発
• ユーザー端末とネットワークインフラ間のシームレスな連携を保証

• AI/MLソリューションを用いたRANおよびコアネットワークの最適化
• AIを使って無線資源の管理、基地局制御の自動化、モビリティの最適化、故障からの復旧を可能に
• エネルギー効率とネットワークの堅牢性の最大化に注力

• AIドリブンな最適化のためセマンティック通信を活用
• セマンティック/ゴールオリエンテッドな通信で、AI推論とネットワーク自動化を進化
• AIシステムで、セマンティックに重要な情報を解釈し、それを元に動作し、コネクト-コンピュートのリソース
利用を最適化

• 実験的なテストベッドとPoCプラットフォームの開発
• テストベッドで、6G網における新しいAIネイティブかつセマンティック通信の概念を実証
• 省エネな基地局管理やAIドリブンのセマンティック通信制御など革新的技術を動作



フィジカルAI

22（出所） ITmedia

川崎重工業は2025年12月3日、人型ロボット最新モデル「Kaleido 9」を公開
• 前モデルに比べて腰部や脚部をより頑丈にし、センサーを追加
• 周囲の状況を認識しながら自律的に歩行可能に
• VRヘッドセットを活用し、遠隔操作も可能に
• 開発にはNVIDIA提供の仮想空間でのロボット開発サービス「Isaac Sim」を活用



B5G/6GとAIの関係
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 1G～4Gまでは、人間のための通信ネットワーク

 電話、メール、インターネット

 固定通信で成長したニーズを、モバイルが取り込んだ

 5Gは産業・社会の基盤を目指してきたが、機が熟していない印象

 5Gはニーズの掘り起こしから始めてきた

 5G規格は「AI前夜」に作られてきたもの

 今後もAIは格段の進化を見せ、社会実装はさらに進む

 フィジカルAIが普及する。クラウド-デバイス連携、デバイス間連携も進むだろう

 フィジカルAIも通信の主役になってくれば、通信ネットワークはフィジカルAIへの
適応を求められる

B5G/6Gは、Network for AIのあり方の追求へ
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株式会社情報通信総合研究所
InfoCom Research, Inc.

ビジネス・法制度研究部
部長 主席研究員 岸田 重行

〒103-0013
東京都中央区日本橋人形町2-14-10
アーバンネット日本橋ビル
03-3663-7152

ご清聴いただき、ありがとうございました。
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